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◆◆ 10月14日､自治労･現業評議会と総務省給与能率推進室の交渉結果 ◆◆

	
【総務省回答】技能労務職員等の給与については、一般行政職と異なり、人事委員会勧告の対象とはならず、労使交渉を経て労働協約を締結することができる。一方、法律上、職務の性格や内容を踏まえながら同一又は類似の職種に従事する民間従業者との均衡に配慮することが求められている。総務省では、平成20年度に研究会を開催し、労働組合関係者のヒアリングも経て、給与決定の基本的な考え方などについて整理し、報告書をとりまと
	
	
	めた。各地方公共団体においては、このような考え方に立って、給与に関する情報の開示を進めていただきながら、住民の理解と納得が得られる適正な給与とすることが重要であると考えている。
【総務省回答】団体交渉への対応について、誠実に交渉をするべきと考えている。研究会の報告書においても、団体交渉に関し、誠実交渉義務について「一般的には、使用者には、合意を求める労働組合の努力に対しては、その要求や主張の具体性や追求の程度に応じた回答や主張をするなどの誠実な対応を通じて合意形成の可能性を模索する義務がある」と明記している。

（道本部ＨＰより）







地方本部「現業公企総決起集会」を開催
	10月30日午後から小清水町で地方本部「現業公企総決起集会」を開催し、10単組総支部42名に参加いただきました。

窪田部会長､力強くあいさつ！

主催者を代表し窪田現業公企部会長が「現業職場は、民間委託合理化に加え、低賃金、不安定雇用の臨時職員が増加し“官製ワーキングプア”といわれる社会的な問題になっている。現在たたかっている現業公企統一闘争で、要求獲得に向け組織の全力でたたかっていこう」と挨拶し、来賓として地方本部定期大会で選任されたばかりの森田執行委員長から激励と決意が述べられました。

その後、道本部現業公企評議会の千葉副議長から「現業評価委員会報告とその後の取り組み」について講演がありました。

自らの職場･業務の問い直しを

中央本部は、有識者による現業評価委員会の最終報告を受け、「現業賃金と職の確立」「権限と任用替え」「現業組織化」の３つの
	
	
	作業委員会の議論を通じて、今後の課題と方策を明らかにしました。これに基づき中央本部は来年の定期大会で「アクションプラン（行動計画）」を策定し、全国的な運動展開を行うこととしています。講演では、行政サービスの充実に向け、「現業職場の意義と可能性」、「現業活性化の課題」「現業職員がめざすもの」が説明されました。多様化する住民ニーズに応えるため、自らの職場・業務について問い直し、現場だから出来る住民との協力関係を構築し、仕事への付加価値をつける「現業活性化」が、私たちの職場を守る取り組みを強化すると確認しました。各単組の執行部が「作業委員会報告」の理解を深め、現業の仲間と議論していくことが大切です。

現業から質の高いサービスを

また、集会に引き続き、現業公企部会定期総会を行いました。この一年間の運動の総括と当面する現業公企統一闘争の勝利、現業活性化と質の高い公共サービスの確立、そして、網走地方本部で開催する「道東三地方本部労働者集会」への多くの仲間の結集などを柱とする2011年度運動方針を確認しました。2011年度の役員体制については、早急に各単組の現評から選出いただくことを確認しました。




　
















































































































































【自治労】交渉について、現業評議会に対して交渉に応じないなど誠意ある対応をしない自治体当局がある。実態を認識し、研究会報告の考え方に基づいて対応してほしい。























11月12日発行「網走地方本部ニュース」より。FAX送信だったので、字がつぶれて読みづらいため、増す刷り配布は断念し、記事を転載しました。








　








　





























『自治研情報かわら版』青ちゃんの「小話」のマネ





11日、ぼくは出張で不在。やましちさんが届けてくれた雑誌が机に置かれていました。それが皆さんの関心のマトに。「こんな本…読んでるの？」と。


それは、娘が毎月購読しているアニメ専門誌。表紙には「そらのおとしものｆ」に登場するイカロスとニンフ。なんと！美少女お色気ムンムン…なのです。輪ゴムで閉じた２冊目の本の表紙は「BLEACH 地獄篇」、３冊目は「薄桜鬼 碧血録」。全然問題なしなのに、なぜこの表紙の本を一番上にしたの…。


ぼくの机の前に立ち止まってジーッと見ていたのが判った方には、翌日「何か誤解してませんか」と説明。ウワサにもなっているようなので、この場を借り釈明します。ぼくはいつもネットの「本やタウン」から本を注文し、やましちさんから受取、購入しています。まさかこんな事件があろうとは。


ちなみに戸籍年金では今年から、六法や専門誌などの全参考図書（追録を除）は、出版社からの直接購入を止め、やましちさんからの購入にしました。出版社直購入と同じ割引価格にもなります。（山田）








【自治労の要求】現業職員の賃金・勤務労働条件は労使による交渉と合意により決定されるものであることから、各自治体に対しては、労使間の十分な交渉・協議を行いその決定事項を尊重するよう通知等で周知をおこなうこと。総務省は「賃金センサスによる単純な比較は適切でない」というこれまでの認識を堅持し、自治体に対してこの認識を明確に示すこと。




















１１／２３（火）午後６：３０　林研


認知症を考える講演会「正しく知ろう認知症」　講師：宮崎直人（ｸﾞｯﾄﾞﾗｲﾌ施設長）





１１／２３（火）


北海道への核の持ち込みを許さない！11・23幌延デー全道集会　[幌延町]


（前段）同青年女性学習会　[天塩町]


　














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


